資料　国際音声字母（1993年改訂・1996年修正）　子音一覧表（日本語）

Handbook，小泉（1998），斉藤（1997）を参考に作成


論文
タイトル
 (MS明朝/Times New Roman 20pt)
氏　名 (MSゴシック 11pt)

（所属　～大学～学部 or ～大学大学院博士後期課程と記す） (MSゴシック 10pt)

　

　
　
要旨 (MSゴシック/Times New Roman 10pt)

200～400字程度で(MS明朝/Times New Roman 10pt)
＊論文の構成

1. 章タイトル (MSゴシック/Times New Roman 10pt )
1.1. サブ章タイトル  (MSゴシック/Times New Roman 10pt )
1.1.1. サブサブ章タイトル (MSゴシック/Times New Roman 10pt 最大でも３段階まで）
本文 (MS明朝/Times New Roman 10pt)

＊本文中での引用例
１．文章の引用

外国語 “aaaaaaaaaaaaaaaaaaa.”, 

日本語 「ああああ，ああああ。」点は，
２．書籍名の引用
『国際音声学協会綱領（Principles of the International Phonetic Association）』

３．人名の引用

Ladefoged（1999a: 331）

４．特殊な用語

「拡張IPA（ExtIPA: Extensions to the IPA）」

５．音声記号

Times New Romanにない音声記号については、Charis SIL Fontを利用すること。フォントは（http://scripts.sil.org/cms/scripts/page.php?site_id=nrsi&id=CharisSIL_download）からダウンロード可。

６．例文

(1)
a.
watashi-wa
GCOE-desu.



人代1単-主格
固有-終



「私はGCOEです」


b.
GCOE-ha

watasi-desu.



固有-主格
人代1単-終



‘GCOE is me.’
７．表や図（図などの画像ファイルは別に送る）

表1

	い
	ろ
	は

	
	1
	2
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図1

参考文献 or 引用文献など
  (MSゴシック/Times New Roman 10pt )
小泉保 (1998) 『音声学入門』，第6版，大学書林．

牧野武彦 (2002) 「IPAとは何か」，『言語』 31/11: 38-41，大修館書店．

斎藤純男 (1997) 『日本語音声学入門』，三省堂．
Buridant, Claude (1983) “Translatio medievalis. Théorie et pratique de la traduction médiévale”, Travaux de Linguistique et de Littérature 21: 81-136
.

International Phonetic Association (1999) Handbook of the International Phonetic Association. A Guide to the Use of the International Phonetic Alphabet, Cambridge University Press.［本文中ではHandbookと略記
］

Ladefoged, Peter (1993) A Course in Phonetics, Third Edition, （『音声学概説』，1999，竹林滋・牧野武彦訳，大修館書店．）

Pullum, Geoffrey K. and William A. Ladusaw (1996) Phonetic Symbol Guide, Second Edition,（『世界音声記号辞典』，2003，土田滋・福井玲・中川裕訳，三省堂．）

＊その他注意事項
・ワードファイルとPDFファイル（印刷イメージ）の両方をcblle-office@tufs.ac.jpに送付のこと。

・白黒印刷用に、コントラストがはっきりするよう設定すること。

・インデックス用に、一著者につき10件のキーワードを設定できる。通常のキーワードを5件、人名を5件を目安に。
・画像ファイルは、別送のこと。

� 注は脚注に統一すること。脚注の書式は(MS明朝/Times New Roman 9pt) 





�論文の書式設定は、B5 (余白左右・上下 20mm)で38文字、37行に設定されている。変更は不可。


論文は最大で25ページとする。


�左寄せ


�左寄せ


�左寄せ


�以下、３行あけてから、「要旨」になる。


�要旨以下、２行あけてから、「本文」になる。


論文の構成は、


ＸＸＸ（はじめにor 序論など）


ＸＸＸ


ＸＸＸ


・・・


○．ＸＸＸ（おわりにor 結論など）


とする。章の変わり目で１行あける。


�Ladefoged の1999a の著書の331 ページ。


�例文は2-3行で。グロスが必要な場合は2行目につける。


�表の上に番号をつける


�図の下に番号をつける


�日本語と外国語の文献がある場合、最初に日本語文献を記載する。


�必ず最初と最後のページを入れる。


�本文中の略記例をあげる。






